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教授就任のご挨拶

国立大学法人 旭川医科大学 先進医工学研究センター

センター長・教授 武 輪 能 明

(平 2年卒)

このたび、2020年 1月 1日 付けで、国立大学法人 旭川医科大学、先進
医工学研究センター センター長・教授の職を拝命致しました。当セン
ターは、医工学を基に最先端医療機器の開発や革新的な治療技術の発案を

行う拠点となるべく新設されました。私は初代センター長として、先進医

療の発展に貢献するべ く一意専心の思いです:前任の国立循環器病研究セ

ンター 人工臓器部では、人工心臓 。人工硫 。人工心臓弁を始めとする循
環器系治療機器の開発に従事し、 トランスレーショナルリサーチにおける
大動物前臨床試験などを経験してきましたが、これらを生かして国産医療

機器の開発製品化を促進して参りたいと考えております。

私は、1990年に奈良県立医科大学医学部を卒業し、北村惣一郎 先生 現ヽ、日立循環器病研究
センター 名誉総長)が教授を務めていた同大学第三外科 (現、心臓血管呼吸器外科)に入局
後、心臓血管外科の臨床修練に従事しつつ循環器系医療機器や人工臓器の臨床研究 |こ携わりまし

た。

1995年からは国立循環器病センターで、人工心臓 。人工肺の開発および適用時の病態生理の研

究に従事しました。特に、学位論文の研究テーマ「心肺補助中の肺循環バイパス率 :こ よる全身循

環が受ける影響の変化」については、現在、コロナウイルス感染重症呼吸不全患者 |こ も使用され

ている、体外式膜型肺補助 (ECMO)や経皮的心肺補助 (PCPS)と いった心肺補助装置が有効

な治療法として一般的に定着する一助になったと自負しております。

1997年に第三外科に帰局後、心臓血管外科医として働く中で、さらに補助循環治療の向上が重

要であると痛感し、再び国立循環器病センター人工臓器部で補助循環治療と心臓再生治療の併用

療法の開発に携わりました。

2005年から当時奈良医大第二生理学教室の教授であった高木 都先生の紹介で米国ボストン、
ハーバード大学医学部マサチューセッツ総合病院の研究員として、さらに2007年にはニューヨー

ク、マウントサイナイ病院の助教として留学し、心臓再生医療としてのカルシウム処理関連蛋白

の遺伝子導入および心筋細胞移植の研究を行いました。

帰国後再び国立循環器病センター研究所人工臓器部で先端治療機器研究室長として、補助循環

中の心臓再生治療の併用療法に関する大型動物を用いた前臨床試験や、人工心臓・人工肺・人工

心臓弁を始めとする医療機器の開発・製品化に従事しました。中でも、自己組織からなる生体心

臓弁の開発では中心的存在として研究を推進しました。本研究では
"14年
の日本心臓血管外科学

会で優秀賞とHearse・ 山本賞を受賞すると共に2017年には米国人工臓器学会 (ASAIO)で Top

Graded Abstracts賞 を受賞し国内外でも注目いただいております。旭川医科大学では、この自

己組織からなる生体心臓弁を最終段階の臨床応用にまで到達するべく精進して参りたいと考えて

おります。
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国循在籍中にも、奈良医大の第三外科とは谷口繁樹教授を始め教室の先生方と交流させていただ

き、その一環で、リサーチクラークシップの学生 (2-4名 )を受け入れ、大動物実験を通して

心臓血管外科学、循環器学、人工臓器学の基礎を学んでいただきました。長く大学を離れている

私にとっても、大学と関わりが持てる良い経験となりました。機会があれば旭川医科大学でも学

生を受け入れて奈良医大の発展に少しでもお力になれればと考えております。

今後はその他の治療系医療機器についても積極的に開発に取 り組む所存ですので、製品化を希

望されるシーズがございましたら是非ともお声がけいただきたいと考えております。

最後になりましたが、奈良より遠く離れた旭川からでございますが、世界に通用する最先端医

療機器および新規治療法の開発に邁進したいと考えておりますので、同窓会の先生方に於かれま

してはご指導、ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い致します。

ヽ

ヽ

「
た

■口

「

~¬
F=｀

コ
月 11

争 」

_」」L

」

J
tヽ 、

」

L“日」

討 T□

d



42 争奪2年 11月
いつかし

奈良県立医科大学医学部医学科同窓会報「厳橿」 第 73号

鐵 Ж 職 鐵 窺

"鉾
Ж ∞ 鉾 Ж ∞

◇ 編 集 後 記 ◇
鉾 Ж 湊 鉾 窓 恥 鉾 Ж わ 鉾 窓 湊

新型コロナの感染拡大は一向に収束に向かう気配がありません。諸行事が中止や簡略化と

なったため、今号はベージ数が少なくなりました。

今号では、「厳橿対談」は、就任早々コロナに対応された吉川附属病院長に御登場頂きま

した。また、「教室紹介」は7月 に「プロフェッシヨナル仕事の流儀」(NHK総合)で も取

り上げられた「感染症センター」を笠原病院教授に紹介して頂きました。コロナ禍に立ち向

かう母校の姿の一端をお伝えできたと思います。

「同窓生の勤務先紹介」は、従来「同窓生の勤める医療機関紹介」という名前でしたが、

今回の根津先生は主に行政医師をされてきた方で、今後も医療機関以外に勤務する同窓生に

も執筆して頂きたいので、これを機にコーナー名を変更しました。

今年はコロナのため、西医体も白橿生祭も開催されず、学生さんの報告がないのが寂しい

です。

今号も関わって頂いたすべての皆様に感謝します。

同窓会報「厳橿」編集委員会
山本公弘 寺田秀興 今井俊介 高橋優三
本田伸行 中林仁美

表紙題字・金峯山寺 (蔵王堂,元住職・五條順教管領
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